
4．蚕種蚕卵に関する試験研究

蚕種部　山口定次郎・降旗剛寛・滝沢晴子

　　　　（Z）倍数性桑葉給与蚕の産卵性に関する研究

　倍数性桑樹から収穫される桑葉の蚕への利用にっいては既に関，押金によって報告され（信大

繊維報，9，ユ959），また倍数性桑葉を与えた蚕の耐病性についてもee　t出口，降旗，清水が

既に報告している（日蚕中部講演集，XV工，ユ959）。規在は倍数性桑葉を与えた蚕が麗下す

る卵の大きさ，璽鐙，産卵数かち・更に母体が倍数性桑葉で飼育き臓た場合の次代蚕の飼育戒績

や産卵性1ζっいて現在研究中である。

　　　　（2）蚕卵の艀化機構に関する研究

　蚕卵の艀化を斉一にするための暗催青法や，暗催青を行なう時期の適否等にっいての議論が現

在多い。実用的ec見て，卵の郷化を無理なく，斉一にそろえることはその後の蚕児飼育を良好ec

するか，不良にするかに璽要な関係がある。　これら磐化の実際問題を逓してそのメカニズムを

追求するための研究を目下計画中である。

　　　　（3）品種の系統維持

　現在一般養蚕塚に飼育されている普通蟹種製造用の原種と種々なる突然変異種それぞれ25系

統前後を・研究材料用，教材用として利用するために毎年継代飼育して系統保存している。
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